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モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（２７）



大正大学モンゴル佛典研究会



序文（年度）



 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉～葉のローマ字

転写、翻訳、注釈を提示する。

 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。

 阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリヤ（本研究会研究員）、茨木智

志（上越教育大学教授）、ウルジージャルガル（本研究会研究員）、エルデニバ

ートル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバヤル（内モンゴル大学教授 故人）、

片桐尚（内モンゴル大学客員教授）、窪田新一（大正大学非常勤講師）、新藤篤史

（大正大学助教）、高橋宏之（埼玉県富士見市立水子貝塚資料館）、都馬バイカル

（桜美林大学准教授）、藤本良子（本研究会研究員）、三浦順子（本研究会研究

員）、満永葉子（本研究会研究員）、宮本正彦（本研究会研究員）、梅花（内モン

ゴル大学教授）、山口勝弘（本研究会研究員）。



   一 凡例

・原文の「葉」および「行」の表示方法について

   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、葉７行はと

表示する。

・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを

基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す

るなど若干の変更を加えてある。

・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的

に修正した。
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・略記：チベット語テキスト
橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 

行会、昭和 15年 

フート本： （著）（編） 

  

        

青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年 12月 

 

翻訳 

橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 

昭和 15年 

フート訳：（著）（訳） 





テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 

МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ

УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 

天津古籍出版社、1990年 12月 
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 後日、大皇帝はタシルンポに赴かれ、この尊者に長寿祈願の

 財物を無数に献じ、歌舞の祭り事の驚くべき数

 を献上した。お茶を飲んでいる時、皇帝は、「私の

 歳の大慶の時に、パンチェン・エルデニ師が心の赴くままにお出でになっ

たのは、

 この地の佛教と有情にとって非常に利益となった。私は多年に亘り、

 ジャンジャ・ホトクトより教法をかなり学んだが、佛の教えはこの海のよう

に

 深くかつ偉大である。我々は（皇帝の）国政の仕事が、世間の

 事すべてをなしとげる必要があるため、自由な時がないので、（ジャンジ

ャ・）ホトクトより

 学んだ教えにも、冥想の道理を生むことができず、自省努力

 し続けているのみである。現在、ラマと施主が実際に出会い、この

 古の祈願の力と発心による善縁が成熟したであろう

 時に到達しているので、我々はラマのあなたより、法と允許を多く
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 聴聞した。以前、第５世ダライ・ラマがいらっしゃった時にも、先祖の

 皇帝が黄寺を建立した例にならい、今、我々は、ラマあなたが

 お住まいになる、タシルンポ寺と同じく、この寺院を建立したのである。

私は以前

 チベットの普通の言葉を知らなかったけれども、ラマ、あなたがいらっし

ゃることに

 あわせて、（ジャンジャ・）ホトクトから重要かつ普通の言葉をできるも

のを決めて、

 努力して学んだが、知らない経典の、詳細なる言葉は、

 （ジャンジャ・）ホトクトに、通訳翻訳してもらいなさい」というよき御

言葉を

 賜った。（乾隆）皇帝がお離れになった後、聖尊者ジャンジャ・ホトクト

は、「大皇帝が、

 尊者（パンチェン・ラマ３世）あなたに信心をおこし、不思議で、非常な

悦びを持つようになった。

 年老いた我々のような年になるまで、この皇帝と友であったけれども、そ

のように悦んだことは、

 今まで全くなかった。これはすべて、ラマと施主２人の偉大なる

 発心の力によって、更にまた勝者大ツォンカパのこの教法が、

















 
(1) 順治帝が黄寺を北京に建立している。 
(2) 熱河・承徳の寺院 
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 さらに増上するしるしがあるので、非常に功徳がある」と申し上げて、

 祝賀のハダックを捧げた。８月６日にタシルンポにおいて、祈願会の

 筆頭者として、ラマと施主が出会った時、この尊者（パンチェン・ラマ３

世）が祈願成就と教法

 隆盛の極楽祈願などを申し述べた。皇帝の御言葉によって、この

 尊者はツァンのタシルンポの規定に従って、その寺院において

 経典と真言の儀軌作法などを新たにうちたてて、お与えになった。（８

月）７日

 に尊者は文殊大皇帝（乾隆帝）の歳になられた万々

 歳の大祝賀にあわせて、大皇帝に身・口・意の帰依

 をはじめとして、偉大なる福徳を奉げ、文殊大皇帝の皇帝の権力の顕示を、

 不可思議に、かつ大施主の祝福を述べることにより、明顕となった。（皇

帝の）御言葉

 の解釈を無限になすことなどを、ジャンジャ・ワチル・ダラー（持金剛）

はモンゴル語に
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 解釈して（皇帝に）申し上げた。大皇帝は不可思議にお喜びになるととも

に、お褒めになって、

 「パンチェン・エルデニは佛陀であるので、今どんな御言葉であっても、

すべて完全なる

 意義をもつ。私（乾隆帝）は、皇帝の権力を護法に依って、北京を初めと

して佛陀の

 教法が在る所はいたる所に、如来の身・口・

 意の信心を多く建立、供養し、僧伽部を多く新たに

 建立し、生活の恭敬を与え、ますます高く弘通

 せしめた」などと、深くかつ偉大なる御言葉をお返しになった。（８月）

９日には、

 人ぐらいの人々に具足戒を与えた。（８月）日、

 大皇帝（乾隆帝）の誕生日の大慶において、尊者（パンチェン・ラマ３

世）は長寿祈願を奉げ、皇帝の

 系譜の祈願頌を新たに著し、その時あった系譜の

 順は、まず佛陀の時代はブラセナ・ジット（勝光）王、その後マハ・クサ

リ・
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(1) 橋本本には とある。 
(2) 
(3) 左の書き込みを採用。 
(4) 左にと書き込みがある。
(5) 
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 サンゲチョグ王、チベットのムニ・ツァンポ王、またインドの成就者サマ

ヤ・バジル、

 チベットにおいて、ドク・レクパイ・シェーラブ、具足吉祥ダルジャルワ

ー、大モンゴルの法王

 フビライ・セチェン・ハーン、ジャムヤン・モンラム・バルワ、尊者キャ

ブチョク・バルサン、

 パンチェン・チンバ・ジャムツォー、転輪法神護大皇帝たちがおられた。 

 （８月）日に、人の人々に具足戒を授けた。

 日に、人の人々に具足戒を授けた。

 日に、大皇帝はこのようにおっしゃった。「具足吉祥バーボは、

 一切を聴いて信心を強くし、よく喜び、堅固になり、

 知恵が生まれ、無明でなくなる。それ（聴聞）を自分の身体をも売って

 手に入れるべきである。聴くことは、無明の闇を浄める灯明である。盗人
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(6) 左に満洲語でと書き込みがある。橋本訳の熱河ならば、か。
(7) 
(8) 
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 などに奪われない勝宝である。すべての無明の敵を抑える

 剣である。方便次第の戒を示すため、最勝の友」などという、

 正法を聴聞する利益を、不可思議に説法した意味

 と適応した経を聴こうと、共鳴したことに従って白最勝楽の長寿灌頂を、

 よく授けたのをジャンジャ・リンポチェは、モンゴル語に通訳してさし上げ

た。

 そのようにして、熱河地方に教法衆生の利益を不可思議にもたらし、（８

月）

 日に皇帝の宮殿のある大北京の方に赴かれ、途次に道中において、利他を

 行いながら、９月１日にラマ、大諸侯等の

 出迎えと僧侶たちが行列して一番前より出迎え、黄寺の獅子の

 宝座において足蓮を厳かに行った（獅子宝座に上った）。その後、大皇帝

の蔵より、また、
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 などに奪われない勝宝である。すべての無明の敵を抑える

 剣である。方便次第の戒を示すため、最勝の友」などという、

 正法を聴聞する利益を、不可思議に説法した意味

 と適応した経を聴こうと、共鳴したことに従って白最勝楽の長寿灌頂を、

 よく授けたのをジャンジャ・リンポチェは、モンゴル語に通訳してさし上げ

た。

 そのようにして、熱河地方に教法衆生の利益を不可思議にもたらし、（８

月）

 日に皇帝の宮殿のある大北京の方に赴かれ、途次に道中において、利他を

 行いながら、９月１日にラマ、大諸侯等の

 出迎えと僧侶たちが行列して一番前より出迎え、黄寺の獅子の

 宝座において足蓮を厳かに行った（獅子宝座に上った）。その後、大皇帝

の蔵より、また、
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(3) 橋本本には （円明）とある。 
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 ジャンジャ持金剛などは、大法会、供物の供養の雲を

 大いに拡散した。その後、円明園の庭園で不可思議を行うのを

 見に行く途中で、１人の賢者、大和尚に教義と

 戒律の部等を言葉によって問いかけた。その時、彼が速やかに回答

 したのに対して、（ジャンジャ・ホトクトは）とても喜び賞讃した。皇帝

は（これを）聞いて

 その和尚に禅師の称号を授けた。その後、皇帝の行宮のいくつか、

 栴檀召などに赴いた。月３日に

 保和殿にラマ、施主が顔をあわせて、聖尊者に盛大な

 祝宴を献じた。北京にいる時、人の人々に

 具足戒を授けるなど深く偉大な法輪を

 よく転じた。その後、（乾隆）大皇帝は、黄金のマンダラを奉げた。適切

なやり方で、
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(1) 
(2) 橋本本には （長寿祈願）とある。 
(3) を補うとよい。
(4) 、橋本本には tsi na（中国）とある。 
(5) 
(6) 
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 最勝尊者ラマは、直ちに六臂智主の

 大黒天の允許を詳細な解説と共に授けた。その時、ジャンジャ・リンポチェ

は、

 モンゴル語に翻訳してさし上げた。報謝の供物に、マンダラと匹の

 紗の絹布などを賜った。聖尊者も又皇帝にハダック、大黒天 

 閻魔大王、天女の肖像、火矢を射るインド砲

 と剣などを捧げたので、大いに喜び感受された。

 （月）日から、お身体が心持ちご病気の様子になったので、ジャンジ

ャ・

 リンポチェと大皇帝等は、何度も長寿祈願を奉げ礼拝した（時に）

 「つつがなし」とおっしゃった。そのように、大中国の地に足

 蓮を明示し、転輪王の心願を満した。

 そして、漢地、モンゴル、満洲に代表される、無数の具足縁をもつ所化
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(3) 
(4) 
(5) Skt. （無量光）又は（無量寿）
(6) 
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 たちを、深くかつ偉大な法輪を転じて、涅槃と

 一切智者の道に進ませたことによって、転じて、佛陀が世界に現れた

 ことと同様、東方の国々すべてを、偉大かつ吉祥なる福徳

 奇瑞によって普く満たした。その後、月（初）の１日の

 日没の頃に、教法衆生の唯一の彼の吉祥主は、

 現身を勝者阿弥陀佛の心辺に帰依する様子を

 みせた。その後、まもなく、極めて濁った、凶悪なる所化

 たちに、大慈悲心をもって厳かにおおせられた。輪廻・

 涅槃の頭飾である、聖なる転生宝の身を善く示現し、三世

 十方佛たちの諸行すべてを、自性唯一のものと支配せしめた 

 ごとく、驚くべき優れたものとなった善行により、文殊菩薩第２







































（22）  

 

22 
 

 



 



 



 



 



 



 





 



 



 



 









 
(1) Skt. （極楽浄土）
(2) （）、Skt. （如意樹）
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(1) Skt. （極楽浄土）
(2) （）、Skt. （如意樹）
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 勝者（ツォンカパ）の教宝を太陽の如く輝かせたことは、かくの

 如くであった。極楽浄土の知恵の主は、この地（漢地）に両足を踏み入れ、

 如意樹のごとく文殊主皇帝（乾隆帝）の心成就を満たし、

 見聞思触などにより、因縁を結んだ。漢地と

 モンゴルの地のすべての生きとし生けるものを集めて、四つもの（四物）

によって満足

 させた。明高最善の道において行った驚くべき善

 行を思念しつつ信仰する。



その後、現在の大主

 サイシャールタイ・イルゲルト嘉慶帝は、また、以前の太上

 皇帝（乾隆帝）の善き規範を最善に守ることより始めて、多く

 衆生にとって、また、全モンゴルのあまねく衆生の福運のある佛の

 ようになり、不可思議な恩恵によって護られた聖帰依３
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(1) 橋本本には  とある。 
(2) 左側にと書き込みがある。 
(3) 橋本訳には毘紐天（ヴィシュヌ）とある。 
(4) 左側にと書き込みがある（本写本における最長の一

語）。橋本本にはngag dbang thub bstan dbang phyug dpal ldan ’phrin las rgya mtshoとある。 
(5) 左側にと書き込みがある。
(6) 橋本本には （マンダラ）とある。 
(7) 橋本本には （海）とある。 
(8) 橋本本には（支配者）とある。 
(9) 左側にと書き込みがある。
(10) 橋本本には bとある。 
(11) 橋本本には とある。ウルジー訳p.190注353に説明あり。 
(12) 橋本本には thu’u bkwan とある。 
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 世のラマであられる、ジャンジャ聖転生者宝持金剛イシ・ダンビ・ジャルサ

ンの

 聖者および、大座者聖転生者宝遍主ラマであられるアグワン・

 トゥブデン・ワンチュク・バルダン・ティンレー・ジャムソ聖者と、大座

者ナムハ・ 

 サンボの聖転生者宝であられる、ホト・マンダラの海の支配者、

 持金剛ジグメッド・ナムハイ活仏たちを供養処となして、

 三宝を捧げて供養を行い、教法と衆生の利益と安寧を

 高め、崇拝が益々増上し、このようになった。また、以前の

 皇帝たちの時代に、完全円満な教法の主となる、バソ・ジェードゥン、

 聖転生者宝およびツァンポ・ミンドル法王、トガン〈土観〉
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(1) 橋本本には （普遍）とある。 
(2) 左側にと書き込みがある。 
(3) 橋本本には とある。橋本訳には洞闊爾とある。 
(4) 左にと書き込みがある。
(5) 
(6) の誤りか。
(7)  
(8) 左にと書き込みがある。橋本本には とある。 
(9) 
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(1) 橋本本には （普遍）とある。 
(2) 左側にと書き込みがある。 
(3) 橋本本には とある。橋本訳には洞闊爾とある。 
(4) 左にと書き込みがある。
(5) 
(6) の誤りか。
(7)  
(8) 左にと書き込みがある。橋本本には とある。 
(9) 
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 聖転生者宝、普遍輪の帰依者ロブサン・チョイジ・ニマ活仏

 およびドンコル文殊法王、アジャ転生宝

 および聖アグワン・バルジョル活仏など、見識と成就を兼ね備えた

 大ラマたち及び多くの見識ある有徳の善友を招来し、教宝の利益を

 なした。そのようにして、すべての大清聖皇帝たちは、比べるもののない

ゲルク派の

 最勝者と、常にラマと布施主の因縁を結んだのである。

 最勝者のうちの多くは、漢地と満洲およびモンゴルの広遠な地域

 すべてにおいて、諸侯をはじめ、お役人、家来、民衆ら諸々に対して

 深く偉大な法の大雨を十分に降らせ、満足させる

 ために、勝主良智者（ツォンカパ）の教宝をあらゆる方向に、非常に大き

く

































 
(1) ツォンカパ（Tib. blo bzang rgyal ba）をモンゴル語に翻訳したもの。 
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(1) ツォンカパ（Tib. blo bzang rgyal ba）をモンゴル語に翻訳したもの。 
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(1) 
(2) 左にと書き込みがある。
(3) 左にと書き込みがある。
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(1) 
(2) 左にと書き込みがある。
(3) 左にと書き込みがある。
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 広く弘通させることとなった。そのようにして聖法主（嘉慶帝）らは、

 ウー・ツァン・アムドなどから、見識と呪力を備えた最勝者を、数多く

 招来して、漢地およびモンゴルの多くの地において、経と真言および、

 論理の正法によって示される佛陀の教法を、白昼のように輝かせる、

 これらの善行によって、チベットの法王たちが、

 インドより多くのパンディタ、成就者を招いて、教法を弘通させ、 

 心の壁をなくす如く弘まった。



                さらに、またハルハの大

 地方において、成就者の転輪王時輪と一切智者ジャムヤン・

 チョイジと大成就者ターラ・ナータの最勝転生者、その座にある

 時、お亡くなりになった天空の滴という名の佛の示現が

 必要な、尊者ジェブツンダンバ・ジャルサンの前世と後世は、
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(1) 橋本本には  とある。 
(2) 
(3) 左にと書き込みがある。 
(4) 左にと書き込みがある。橋本本には （秘密）とある。 
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 順にまた、ガンジョールの教えと金剛鬘大灌頂

 など正法の大雨をよく降らせ、教法の行を

 大いになして、最勝者一切智者ロブサン・チョイジ・

 ジャルサンと第５世の勝者（ダライ・ラマ）の実際の弟子ザヤ・パンディ

タ・ロブサン・

 ティンレーと、ハルハの文殊菩薩法王、ハルハのエルデニ・パンディタ・ワ

ンチン

 法王と、チン・ススグト法王など多くの聖者たちが

 お生まれになった。各地に多くの大寺院を建立、性相学部と

 秘密学部など多くの学部を建立して、教宝を増上

 弘通せしめた。



 また、トルゴートのアヨーシ・ハンの地方においても、勝法が

 弘通し、その東の方向のモンゴル・ハン・ガルダン・ジョリクト・ホンタイ

ジの
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(1) 橋本本には mtshan nyid（性相の学）とある。 
(2) 橋本本には rgyud pa とある。 
(3) 橋本本には dge tshul（シャビ、弟子）とある。Skt. （第一段階の弟子）
(4) 、橋本本には とある。 
(5) 橋本本には （人名）とある。 
(6) 橋本本には （性相学）とある。 
(7) 橋本本には （時輪）とある。 
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 時代に建立された、性相、ラムリム（道次第）、秘密などの４つの学部に弟

子と比丘が

 ２万以上となった。彼らは戒律をよく守り、恥ずべきことは少しもなく

 純粋なまじりけのない顕密と、聖ツォンカパ父子とパンチェン・

 ロブサン・チューゲンの善説（の上）より、説明聴聞と三

 学における行為と取得を規則通りに行ったと、同じく称せられた

 如くであった。 

  

このようにして、アルシャンの地に、尊者ダグワ最勝転生者

 宝クンドル・ノモンハンは、性相学の講堂などを建立し、 

 教法の利益（弘法）をなした。

 オイラートの地においては、大学者ドインコル・

 パンディタがバドゲル・チョイロン寺を建立し、性相学と時輪学の学部を
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(1)  
(2)   
(3)  
(4) 橋本本には rgyud ghwa（秘密学部）とある。 
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(3)  
(4) 橋本本には rgyud ghwa（秘密学部）とある。 
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 建立し、教法を弘隆したことにならって、オイラートと青

 海、オルドスとフフホト、チャハルとスニッド、アバガと

 ドルベド、バーリン、アルホルチン、ジューンホルチン、アオハン、ナイマ

ン、オンニュード、

 ジャルードなど、外と内のモンゴルの広大な地

 すべてにおいて、ウー、ツァンとアムドなどより、経典や真言の中心におい

て

 研究、専攻する多くの大師を招聘し、彼らと

 それぞれの旗（ホショー）の、非常に多くの弟子たちが、ウー、ツァン、ア

ムドなどの

 地に赴き、学校を作った多くの学者たちも、それぞれの地の大 

 小の寺院を非常に多く建立した。また性相の説明学部、秘密学部、

 ラムリム（道次第）学部などを建立し、説法聴聞と戒律を

 堅持することなどを始め、佛陀の教法をモンゴルの地すべて
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 に、弘めた如くなったので、すべてを話すことなどできようか。 

 しかし、ある地方について、少し話すなら、我々のハラチン・トゥメド旗

の

 この地において、かつて集められた偉大なる福徳の力によって、善趣の

 七徳によって、よく荘厳されたラマが、三宝において並ぶもののない

 信仰とともにあって、ジャンジャ・リンポチェをラマとなして、道次第

 と、秘密真言道に心を完全に一致させ、最勝者、

 教法の大施主、ザサク・ベイセ（貝子）・ハモグ・バヤスゴラントという

美名の

 彼が、佛陀の教宝を発展、弘隆させ、久しく住まわせるために、

 自分の宮殿のすぐそばに、すぐれて相応しい安寧なる、

 大きなお堂を始めとする寺院を建立し、そこに性相学部を新しく建立した。

 そして僧伽たちに、修行に必要な物品を贈った。

 ウー、ツァンの勝者父子２人にも偉大なる供物を奉げる



























 
(1) 執筆者の居住地を意味する可能性がある。 
(2) ウルジー訳 p.102 下から２行目（種姓高貴、形式瑞厳、長寿、無病、縁分優異、財勢富足、智
慧広大） 
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 に、弘めた如くなったので、すべてを話すことなどできようか。 

 しかし、ある地方について、少し話すなら、我々のハラチン・トゥメド旗

の

 この地において、かつて集められた偉大なる福徳の力によって、善趣の

 七徳によって、よく荘厳されたラマが、三宝において並ぶもののない

 信仰とともにあって、ジャンジャ・リンポチェをラマとなして、道次第

 と、秘密真言道に心を完全に一致させ、最勝者、

 教法の大施主、ザサク・ベイセ（貝子）・ハモグ・バヤスゴラントという

美名の

 彼が、佛陀の教宝を発展、弘隆させ、久しく住まわせるために、

 自分の宮殿のすぐそばに、すぐれて相応しい安寧なる、

 大きなお堂を始めとする寺院を建立し、そこに性相学部を新しく建立した。

 そして僧伽たちに、修行に必要な物品を贈った。

 ウー、ツァンの勝者父子２人にも偉大なる供物を奉げる



























 
(1) 執筆者の居住地を意味する可能性がある。 
(2) ウルジー訳 p.102 下から２行目（種姓高貴、形式瑞厳、長寿、無病、縁分優異、財勢富足、智
慧広大） 
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(1) 左にと書き込みがある。 
(2) 
(3) 、橋本本にはとある。 
(4) 橋本本には  とある。モンゴル名は。 
(5) 橋本本にはとある。 
(6) 橋本本には  とある。 
(7) 左にとある。
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(1) 左にと書き込みがある。 
(2) 
(3) 、橋本本にはとある。 
(4) 橋本本には  とある。モンゴル名は。 
(5) 橋本本にはとある。 
(6) 橋本本には  とある。 
(7) 左にとある。
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 など恭敬をなした。



特に、等しからざる恩恵ある一切

 智者ラマ、このジャムヤン・シャドバ・ジブスン・ゴンチグ・ジクミド・

ワンボ

 尊者をこの国に招き、この旗を範とし、モンゴルの

 多くの地方に、教法を大いに増上させる主のもとで、

 信仰によって常に善を恩恵となったものである。ここにマンジュゴーハ・

 ノモンハンの伝記を少しく述べることとする。この聖者は南

 アムドのナンラの地において、その父はドンコル・マンジュシリ・アグワ

ン・ソドノム・ジャムソの

 弟アグワン・ナムギャル、母はナムジドの２人の子として、第

 ラプチューンの辛申の年（年）に、多くの奇瑞とともにお生まれにな

り、

 名前をリンチンカルとした。幼児の時には疑いもなく、
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(1) 橋本本には（人名）とある。 
(2) 左にと書き込みがある。
(3)  
(4)  
(5) 橋本本には （現観荘厳論）と（入中論）とある。 
(6) 橋本本にはとある。 
(7) 橋本本には （明母）とある。 
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(1) 橋本本には（人名）とある。 
(2) 左にと書き込みがある。
(3)  
(4)  
(5) 橋本本には （現観荘厳論）と（入中論）とある。 
(6) 橋本本にはとある。 
(7) 橋本本には （明母）とある。 
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 汚れに染まることなく、正しい行為によって、美しき荘厳すべてが賞讃さ

れた

 （供養）処となった。６才の時（年）、ゲチュグ・ドンロブ・ジャム

ソより

 出家した時、名前をアグワン・ジャルサンと奉げられた。自分の母方の親

戚に従って、読み方を

 学ぶ時に、はじめを述べただけで、よく理解なさった。才（年）の

 時、父方のおじドンコル・マンジュシュリ宝の傍で沙弥戒を受けた時、

 名前をアグワン・ジャミヤン・ピレンレー・ジャルサン・バルサンボと奉

げられた。現観

 荘厳論と入中論の２つをもよく記憶した。その尊者（ドンコル）より

 金剛可畏独雄の灌頂を聴き、絶えず注意深く

 持受した。（また）文殊菩薩の読誦とリグツェーマ（明母）の允許など

 宝法をもまた多く聴聞した。才の時（年）に、（この尊者は）
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(1) 橋本本には （護法神の１つ）とある。 
(2) 橋本本には （護法神の１つ）とある。 
(3) 橋本本には とある。 
(4) 橋本本には（人名）とある。 
(5) 橋本本には （タシキル。アムドの地名）とある。 
(6) 橋本本には （説法）とある。 
(7) 橋本本には （摂類学）とある。 
(8) 左にと書き込みがある。
(9) 
(10) 橋本本には（パルコル・チョイデ寺）とある。 
(11) 橋本本には （人名）とある。左にと書き込みがある。
(12) 橋本本にはgsang ’dus（秘密集会）とある。 
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(1) 橋本本には （護法神の１つ）とある。 
(2) 橋本本には （護法神の１つ）とある。 
(3) 橋本本には とある。 
(4) 橋本本には（人名）とある。 
(5) 橋本本には （タシキル。アムドの地名）とある。 
(6) 橋本本には （説法）とある。 
(7) 橋本本には （摂類学）とある。 
(8) 左にと書き込みがある。
(9) 
(10) 橋本本には（パルコル・チョイデ寺）とある。 
(11) 橋本本には （人名）とある。左にと書き込みがある。
(12) 橋本本にはgsang ’dus（秘密集会）とある。 
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 ラモ、ネーチュン、ガートンという護法神たちによって、尊者ジャムヤン・

 シャドバ・ドルジの転生と決定され、タシ・キルの地に住まわせることと

なった。

 その年より後、タシキル（ラブラン寺）の祈願説法などに絶え間なく

 お招きし、説法と廻向祈願に集まった人々をも

 満足させた。善友アグワン・ダンジンを師となし帰依し、

 摂類学を研究し、１、２日で因法をよく

 解釈なさった。完全なる円満教法の偉大なる教主、バルコル・チョイデ寺

 寺の大師持金剛、ゲンデン・ジャムソを招き、その

 もとより、大威徳明王十三佛と、秘密集会の２つの灌頂、
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(1) 橋本本には （ナルタンの百法）とある。 
(2) 橋本本には s（成就海）とある。 
(3) 橋本本には とある。 
(4) 
(5) 橋本本には （佑寧寺は青海省互助土族自治県にあるゲルク派の寺院）
とある。 
(6) Skt. （実行力） 
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(1) 橋本本には （ナルタンの百法）とある。 
(2) 橋本本には s（成就海）とある。 
(3) 橋本本には とある。 
(4) 
(5) 橋本本には （佑寧寺は青海省互助土族自治県にあるゲルク派の寺院）
とある。 
(6) Skt. （実行力） 
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 大悲十一面（観音菩薩）の灌頂など、大灌頂の項目と、

 『ナルタンの百法』『成就海』など通常の允許と、

 の大宝語の大黒、白ターラ、黒ガルダ、雑色ガルダ

 など、別々の宝語の多くの允許と、奥義ガーダンバの六本典、

 三部鬘、パンチェン大師の十万語、ジャンジャ大師の十万語

 などの聖言の多くとともに、深く偉大なる正法を

 多く聴聞した。才（年）の時に、佑寧寺（ゴンルン・ジャムバリン

寺）において、

 賢哲すべての頂飾である、ジャンジャ・リンポチェ・イシダンビ・

 トンメ聖者を師となして、具足戒を受けた。その年の

 秋、ドンコル・リンポチェを新しい寺院ダシ・ラブタン寺に招いて、金剛

鬘と

 クリヤを合わせた大灌頂を完全円満に聴聞した。
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(1) 左にと書き込みがある。橋本本には とあ
る。 
(2) 左にと書き込みがある。橋本本には  とある。 
(3) 19809参照 
(4) 橋本本には （バリ百法）とある。 
(5) 19809参照 
(6) 橋本本には （お言葉を集めたもの）とある。 
(7) 橋本本には （聖言）とある。 
(8) 橋本本には（デプン寺）とある。 
(9) 橋本本には （聖タシ・ゴマン）とある。 
(10) 橋本本には （学部）とある。 
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(1) 左にと書き込みがある。橋本本には とあ
る。 
(2) 左にと書き込みがある。橋本本には  とある。 
(3) 19809参照 
(4) 橋本本には （バリ百法）とある。 
(5) 19809参照 
(6) 橋本本には （お言葉を集めたもの）とある。 
(7) 橋本本には （聖言）とある。 
(8) 橋本本には（デプン寺）とある。 
(9) 橋本本には （聖タシ・ゴマン）とある。 
(10) 橋本本には （学部）とある。 
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 才の壬申の年（年）に、ウー地方に赴き、ポタラ大宮殿

 において、一切観察勝主ロブサン・ガルサン・

 ジャムソ（ダライ・ラマ７世）と、一切智者パンチェン・ロブサン・バル

ダン・イシ（パンチェン・ラマ３世）

 の２人と拝謁した。パンチェン宝が、最勝勝主（ダライ・ラマ７世）より

経法を聴聞していた 

 時に遭遇したので、経法の聴聞の席について、成就海、

 バリ百法、ナルタン百法、薬師の允許などと勝主

 （ダライ・ラマ７世）自身のお言葉を集めた聖言集など、法経を多く聴聞

した。その後、

 デプン寺においてバルダン・タシ・ゴマンの学部に入り、大師
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(1) 左にと書き込みがある。 
(2) 橋本本には （算学）とある。 
(3)  
(4) 左に lubumと書き込みがある。 
(5) 左にと書き込みがある。 
(6)  
(7)  
(8) 橋本本には （プルブチョク寺）とある。 
(9) 橋本本には  とある。 
(10)  
(11)  
(12)  
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(1) 左にと書き込みがある。 
(2) 橋本本には （算学）とある。 
(3)  
(4) 左に lubumと書き込みがある。 
(5) 左にと書き込みがある。 
(6)  
(7)  
(8) 橋本本には （プルブチョク寺）とある。 
(9) 橋本本には  とある。 
(10)  
(11)  
(12)  
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 サンジャイ・ドルジの傍で算学を聴聞し、因明の主ル・ブン・

 ロブサン・ダルジャーを師となして学び、般若波羅密多の主要な経典を研

修した。

 プルブチョグ寺において、尊者（成就者）聖哲ビャンバ・リンポチェにお

会いし、

 額突くため、近づいた時、歓喜の状態になった。法縁の１つを

 願い求めたところ、白ターラの「生命の解釈」を１つ授けられた。癸

 酉の年（年）に、勝主宝（ダライ・ラマ７世）に、この尊者が願い求

めた時、



 大満洲国康徳年（年）正月

 日の吉日に書写し終えた。



 
(1) 橋本訳は星学としている。 
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